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○議長（山本  徹）休憩前に引き続き会議を開きます。  

 米原蕃議員。  

   〔 40番米原  蕃議員登壇〕  

○ 40番（米原  蕃）久しぶりに一般質問の機会を頂戴いたしました。

事務局の方に聞きますと、令和２年９月に一般質問をさせていただ

いておりますが、それ以来、一般質問の機会がありませんでしたの

で、今日は喜んで、進んで質問をさせていただきたいと思います。  

 今議会、代表質問を初めといたしまして、今日も多くの議員の皆

さんが一般質問を行いまして、ほとんどの方が能登半島地震に関連

した多くの質問をなされております。このたびの能登半島地震で多

くの方々が亡くなられたこと、私からも心から御冥福をお祈り申し

上げ、また被災を受けられた方々に心からお見舞いを申し上げたい

と思います。  

 地震発生から２か月余が経過をしたわけでありますけれども、大

変厳しい寒さの中、懸命に復旧・復興の作業に当たっていただいて

いる多くの方々に心から感謝と敬意を申し上げたいと思います。ま

た、全国からたくさんのボランティアの方々も被災地を訪れていた

だいておりまして、こうした方々にも本当に感謝の気持ちでいっぱ

いであります。感謝と敬意を申し上げたいと思います。  

 報道によりますと、なかなか思うように復旧・復興が進んでいな

いということでございました。被害者に寄り添って、少しでも日常

生活が取り戻せますように御尽力を願うばかりであります。  

 それでは、通告に従いまして質問をさせていただきたいと思いま

す。  
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 県内で最大震度５強を観測した能登半島地震でありますけれども、

富山県は氷見市、高岡市、小矢部市、射水市などを中心に大きな被

害をもたらしました。多数の負傷者でありますとか、また液状化状

態によります住宅の被害、最大１万 9,000戸に及ぶ水道の断水、道

路・港湾施設などの公共インフラの広範囲にわたる被害、農地や漁

港・漁具の損傷など農林水産業や、さらにまた、最近になって工場

とか商店とか観光施設で日に日に被害が発生して、どんどん増えて

いると。物的被害も出ておるようであります。さらに、風評による

観光だとか旅館などのキャンセルもどんどん増えているという状況

も伺っているわけでありまして、県民生活や事業活動に大きな影響

を及ぼしているのではないかというふうに大変心配をしております。  

 このような中にありまして、県では１月１日の発災後、速やかに

富山県災害対策本部を設置されまして、人命救助、ライフラインの

復旧、被害の拡大防止をはじめとした災害応急対策に取り組まれま

して、１月 26日に災害応急対策がおおむね完了したことを受け、現

在は富山県復旧・復興本部の下、被災した県民の生活再建やインフ

ラの復旧、県内の産業の復興に迅速かつ着実に取組を進めておられ

ると認識をいたしております。  

 今回のような甚大な被害状況を鑑みますと、早期復旧に取り組む

ことはもちろんでありますけれども、単に復旧するだけではなくて、

10年、 20年先を見据えた長期的な展望が必要になっていくのではな

いかなと思うのであります。  

 先般、液状化被害が深刻な氷見市を訪問いたしました。また、高

岡市の伏木地内の現場も視察をいたしましたけども、住宅が基礎か

ら傾いたり、内部に亀裂が入った家や、 30センチ、 50センチ地面か
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ら沈んだ道路などを歩いて見て回りました。まさにすさまじい状況

でありました。  

 特に今回の一般質問で、氷見市の現状について、菅沢議員あるい

はまた光澤議員も現地の大変厳しい状況を訴えておられます。針山

議員も伏木の状況について大変厳しいといったことも述べられてお

るわけであります。  

 地域の再建に向けては地域一帯で対策を行うことが必要でありま

すけども、それぞれ個別の事情でありますとか住宅の被害状況にも

差がある中で、地域の合意を形成することは容易なことではないと

思います。  

 伏木地区では、地域から活動の担い手の流出の危機感から、針山

議員が中心となって世話人となって、地域の復興・復旧まちづくり

を考える会、伏木地区能登半島地震復旧・復興連絡協議会を立ち上

げられて頑張っておられます。心からエールを送りたいと思います。  

 また、こういったときだからこそ、ピンチをチャンスに変えると

いう意味でも、今回の震災から学んだことを次のステップに生かし、

新しいシステムを考えていく必要があるのではないかと思います。  

 そこでお伺いしたいのは、先ほどから皆さんおっしゃっておられ

ますように、すぐにできない、もう相当時間をかけていかねばなら

んということからすると、県として、短期、中期、長期のビジョン

を示しながら、優先順位をつけてしっかりと取り組んでいかねばな

らんと思いますが、どのように取り組んでいかれるのか、知事の所

見を伺っておきたいと思います。  

 次に、水の確保対策についてお尋ねをしたいと思います。  

 今回の地震で、災害時における水の確保の課題が明らかになりま
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した。最も被害の大きかった氷見市では断水が続き、市民は飲料水

やトイレや風呂、洗濯で必要となる生活用水が確保できないことに

苦しまれました。全域の約１万 4,000戸が断水をしたということで

あります。１月 21日の完全復旧までに多くの時間を費やしました。

断水によって避難所などでは、発災３日以降、手洗いとか入浴がで

きないことによって急激に衛生環境が悪化し、感染症流行の原因に

もなるというふうに伝わってまいりました。  

 災害が起きてライフラインが途絶えても、生活に必要な機能を回

復できるような清潔な水を手に入れられるように備えていくことが

重要ではないかと考えます。  

 氷見では給水車の不足から、加圧式給水車を１台導入され、２台

態勢になったということでありますが、その地域だけではなくて、

広域的な新たな対策を検討すべきではないかというふうに思います。  

 現在、県の地域防災計画には、飲料水の確保について規定されて

いるものの、生活用水の確保について明確に規定がないということ

であります。  

 私は今回このことについて大変驚いたのは、自衛隊の客船が七尾

の港に着岸いたしまして、民間の船も１隻入ったそうでありますけ

ど、この船で、まず食事、それからお風呂、それから宿泊、これを

自衛隊の皆さんが提供されたという話を承りました。自衛隊にもそ

のことをお尋ねしたわけですが、大変な役割を果たされました。  

 そして、この自衛隊の客船に、海水を飲料水や生活用水に交換す

る海水淡水化装置を導入しているということが分かりました。これ

は自衛隊にも直接聞きましたし、メーカーにも聞きました。東京の

業者の方にも聞きましたところ、間違いなくこういったものがある
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と、今こういったことに一生懸命取り組んでいるんだということも

お話がございました。  

 したがいまして、早速私は県の幹部の皆さんに御紹介申し上げて、

できればこういったこともこれから検討するべきではないか―海

水を真水に変えるということですよ。ＰＫＯで自衛隊が海外に行っ

たときにも、こうしたことで大変世界の中で活躍したということも

聞いております。  

 ここに光澤さんもいらっしゃいますが、ぜひしっかりとひとつま

た御支援をして、いい結果を出していただきたい、このことを武隈

危機管理局長に、その所見を伺っておきたいと思います。地域防災

計画に記載して、こうした災害のときに生活用水確保についてしっ

かりとこういったことをやっていくということもぜひ検討いただき

たいということをお願いしておきたいと思います。  

 次の質問に入ります。  

 新しい社会経済システムを担う人づくりについてお伺いをしたい

と思います。  

 昨年９月議会の予算特別委員会で、私から知事に、本県のレガシ

ーとして何を残そうと考えているのかということを質問させていた

だきました。その際、新田知事から、「私がやりたいのは、本県発

展の礎となる人づくりと新しい富山県をつくる新しい社会経済シス

テムを構築していくことだ」と答弁がありました。このときの知事

の思いが令和６年度当初予算の編成方針において柱として示されて

いるように感じます。今議会に提案された令和６年度の予算案にも

反映されたことを非常にうれしく思っております。  

 そこで、これからの新しい社会経済システムを構築していく人づ
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くりについて、何点か質問をさせていただきたいと思います。  

 昨年 10月に、自民党富山県議会議員会政務調査会の地方創生商工

部会で海外視察をいたしました。シンガポールを訪問したわけであ

ります。シンガポールでは、地方公共団体などの海外活動支援など

を行っている、クレアという一般財団法人自治体国際化協会シンガ

ポール事務所をお伺いいたしました。  

 御承知だと思いますが、かつて富山県に総務省から出向しておら

れた櫻井泰典氏が今、シンガポールの所長をされていらっしゃる。

そこで、以前からも連絡がありまして、ぜひ訪問するようにという

ことだったものですから、今回部会で訪問させていただきました。

非常に多くの時間を視察に割いていただいたのであります。改めて

櫻井所長に感謝を申し上げねばならんと思います。  

 そして、この視察に時間を割いたのは、今、県がいろいろ取り組

んでおられますスタートアップ企業への支援の取組について、世界

大学ランキングのアジア第１位にランクされているシンガポール国

立大学が中心となって、インキュベーションの施設で起業、創業を

志す若者を育成していたところを見させていただきました。  

 本県は大学発ベンチャーが少なく、長らくこうしたことについて

はあまり成長戦略には結びついてないのではないかということで、

全国でもスタートアップの関係からすると低いというふうに言われ

ていたのでありますが、最近、この取組の成果もあって、少しよく

なってきたということも聞いているわけです。企業を起こすには、

シンガポール国立大学のように、大学での育成支援が非常に私は重

要ではないかというふうに思ったのであります。こうしたことにつ

いて、本県の取組状況について川津知事政策局長に伺っておきたい
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と思います。  

 シンガポール国立大学といえば、県において令和３年度から、シ

ンガポール国立大学との連携により、県職員や県内民間企業の職員

がデジタル先進国であるシンガポールのＤＸ施策形成システムを学

び、企業や自治体のＤＸの高度化を進めておられるようであります。

今年度で丸３年継続して実施されまして、県職員だけではなくて、

県内企業においても有為なＤＸ人材が相当養成されておると聞いて

おります。今後、デジタル分野での官民連携が進んでいくものと期

待をしております。  

 シンガポール国立大学との連携によるＤＸ施策形成システムの取

組の成果はどうだったのか、また、同事業で育成した官民の人材は

どのような場面で今現在活躍されているのか、併せて川津知事政策

局長に伺っておきたいと思います。  

 また、ＪＲ東日本が 2019年に日本企業とシンガポール企業のかけ

橋として開設したコワーキングスペース、Ｏｎｅ＆Ｃｏというとこ

ろを視察させていただきました。まさにいろんな企業の社員が出入

りをされて意見交換し合い、輪が広がっていくのを目の当たりにい

たしました。日本企業とシンガポールの企業のテクノロジーやアイ

デアの交流のプラットフォームなどとなっておりまして、非常に感

心をした次第であります。  

 そこで提案したいのは、富山県においても、そういった庁内や庁

外の方々を巻き込む思い切った交流スペースをつくるべきではない

か。まず、県庁内において縦割りを打破して、新しい雰囲気で、若

手からベテランまでごちゃ混ぜに、自由な発想で横の連携を深める

ことができる空間づくりが必要ではないかと思います。民間の人も



 －８－ 

自由に出入りできるように、官民連携のアイデアが生まれる交流の

場をつくるべきではないか、そんな雰囲気づくりがチャレンジする

人材の育成につながってくると私は考えます。  

 県庁５階に共創スペースということで、「コクリ」というところ

が開設されているようでありますが、スペースが狭いですし、庁外

の人には大変分かりづらい、また行きづらい場所でもあります。  

 例えば、皆さんもずっと県庁内を回っていらっしゃると思います

が、かつての土木部は、今新しいところに変わりましたけど、４階

でした。ひどいところですね。汚いというか古いというか、こんな

ところがまだあるのかと思うようなところであります。今一部使っ

ておられますけれど、そこを私は直していただいて、改造して、明

るく楽しく利用できるような施設―暗いところでは人間も暗くな

ります。そういう形をつくって、そこで人を集めていろいろと努力

する、みんな育てるんだと、こういう考え方も私は大事じゃないか

というふうに思います。ぜひ検討していただきたい。南里経営管理

部長の所見を伺っておきたいと思います。  

 次に、富山県は、先ほど来申し上げていますように、能登半島地

震からの復興・復旧に向けてビジョンを示し、強いリーダーシップ

を示していかねばならない重要な局面にあると考えます。  

 先ほど大門議員からもお話がありましたように、ともかく人材が

不足している、何とかしなきゃならんということは皆さん共有して

いる。マンパワーのことについてはみんな分かっておられます。  

 どうも話を聞きますと、今般といいますか、この春に相当数の方

が退職を迎えると聞いているわけです。このような緊急事態におい

て、幹部職員として重責を担ってきた県職員が県庁を去るというの



 －９－ 

は、正直もったいないような気がしてなりません。  

 重要な局面を乗り切るためにも、特例として、復旧・復興に携わ

る幹部職員に二、三年の間、期限付で県庁に残っていただいて重責

を担っていただくとともに、若手議員の育成にもう一役買ってもら

うことはどうだろうか。誰でもいいというわけではないと思います。

必要な人材、間に合う人、こういう人じゃないと駄目なんです。誰

でもいいというわけにはいかん。役所というのはやっぱり役に立つ

ところでないと駄目なんだ。皆さんにいろんな話を聞いていると、

どうも役所というのは堅い。なかなか伝わらない。こういうことで

は駄目なので、本当に寄り添って、どこがどうなんですかというこ

とを皆さんに親切に丁寧に受けて、そして一緒にやっていくという

ことが大事なんです。そういうことをぜひ私は考えて人選をしても

らいたい。南里経営管理部長の所見を伺っておきたいと思います。  

 次に、高等学校の進路選択についてお伺いしたいと思います。  

 魅力ある進学先の選択肢でありますけども、高等学校の卒業後就

職者の県内の就職率は 95％とずっとトップなんですが、大変すばら

しいと思います。それだけで満足すべきではないと思います。高等

教育機関の進学者にも県内に残ってもらう、あるいは県外へ行った

人に帰ってきてもらう、そういう工夫が必要であります。  

 そのために私は、高等教育機関の進学者もしっかりと富山県で育

てていかねばならんということからいたしますと、高岡法科大学の

私学を利活用できないかなということを、前を通るたびに思うんで

す。何か今必要な学問をそこで学ぶような、そういうことをぜひ皆

さんで考えて、県も力を貸してあげて、この学校を何とかそういっ

たことで生かしてあげられるようなことを考えられないかというふ



 －１０－ 

うに思います。  

 県において、県立大学情報工学部や、また看護学部を博士課程と

する県民や県のニーズに沿った選択肢の増に努めておられますけれ

ども、県内に魅力ある進学先の選択肢を増やすために、私立大学な

ども含めて、県内全体の高等教育機関の再編も県が積極的に関与す

べきだと私は考えます。  

 テレビでは、「カンブリア宮殿」とか「ガイアの夜明け」とかと

いう番組がちょこちょこやっています。とてもいい番組です。こう

したものをぜひ皆さんに見ていただいて参考にしていただきたい。

富山テレビの「シンそう富山」という番組もいいですね。これもひ

とつ参考に申し上げておきます。  

 そして最後に、知事にお伺いしますが、若い女性の社会減の対策

に力を入れておられますが、どうもまだまだ女性の定着が難しいと

いうことで、私が大変親しくしているゴールドウインではスポーツ

ウェアの研究開発機関とか、ＹＫＫは今黒部で製造開発技術の総本

山として大幅な設備投資を発表されました。富山県はこんなすばら

しい企業がたくさんあるわけで、もっともっとそういったことを皆

さんに訴えて、そして、ゴールドウインも今、ゴールドウインプレ

イアースパークというものを開設中でありまして、こうしたことに

も非常に皆さん努力をしておられる。こういったことを含めてしっ

かりと頑張っていただきたいと思います。そういったこともＰＲを

して、若者がもっともっと富山に残っていただけるような対策とそ

の関係をぜひ頑張っていただきたいと思います。  

 最後にすみません、サッカースタジアムの整備についてお伺いし

たいと思います。  
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 先般、特別委員会が開かれまして、専用スタジアム建設について、

３月中にタウンミーティングをしてアンケート調査するという報道

がございました。  

 石川県のサッカースタジアムでは、先般こけら落としがあったわ

けでありますが、収容人数約１万人のスタジアムです。 8,600人の

方が大応援を送って、勝敗を超えて大いに盛り上がったようであり

ます。  

○議長（山本  徹）米原議員、制限時間です。  

○ 40番（米原  蕃）分かりました。すみません。  

 したがいまして、ぜひこのスタジアムの建設に何としても富山県

はいろいろ検討していただいて―今、地震どころでそんなところ

ではないとおっしゃるかもしれませんが、スポーツからもっともっ

と富山県が元気を出して、そして、もっともっと皆さんが頑張って

いただけるんだ、そういう富山県をつくっていただきたい、このこ

とを申し上げて、少し時間オーバーになりましたが、お願い申し上

げて、私の質問を終わります。  

 ありがとうございました。すみませんでした。  

○議長（山本  徹）新田知事。  

   〔新田八朗知事登壇〕  

○知事（新田八朗）米原蕃議員の質問にお答えします。  

 まず、今後の復旧・復興に向けたビジョンについて御質問でした。  

 今回の地震による県内の被害は大変大きく、また多岐にわたって

います。  

 まずは、復旧・復興に向けた取組の全体像と当面のスケジュール

を一刻も早く見える化をする。そうすることによって、県民の皆様、



 －１２－ 

また事業者の皆様が安心して暮らしや事業活動の取組をできるよう

に、それを後押ししていく。また、そういった県民や事業者に一つ

のめどを出す。そのような役目が我々にあるというふうに考えてお

ります。おおむね３年間の取組をお示しするロードマップの作成を

今進めています。  

 策定に当たっては、まず、基本的な考え方と対策の柱の全容をロ

ードマップの骨子としてお示しをしました。現在、県民や事業者の

皆さんのニーズをきめ細かくお伺いし、被災自治体の意向も十分に

お聞きをしながら復旧・復興の取組を進めており、年度内には中間

取りまとめとして具体的なスケジュールをお示ししたいと考えます。

また、その後も、それで終わりではなくて、関係者の御意見も伺い

ながら随時更新していきます。  

 議員御指摘のとおり、復旧・復興に向けては、早急な復旧がもち

ろん求められますが、一方で、中長期的な展望も重要であると考え

ます。各自治体の御意向、また御意見をお聞きし、県議会をはじめ

皆様の御協力もいただきながら検討を進めます。  

 そして、成長戦略会議での議論も行いますが、プラスして、令和

６年度はとやま未来創生戦略の最終年に当たります。なので、新た

な戦略の策定が必要であります。地域の活性化や人口減少社会への

対応に加えまして、この震災からの復旧・復興についても、成長戦

略あるいはとやま未来創生戦略の脈絡の中でも、中長期的な視点で

検討を進めていきます。  

 引き続き、富山県の総力を結集して、一日も早く被災された方々

の日常を取り戻し、本県の強靱化と中長期的な成長へと結びつける

とともに、本県のいち早い復旧・復興が北陸全体の復興を牽引する
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という気概を持って取り組んでまいります。  

 次に、若い女性に対する県内企業の魅力のＰＲについての御質問

にお答えします。  

 若い女性、特に就職期の女性に本県を選んでもらうためには、ま

ずは県内企業の魅力と本県の魅力を知っていただけるよう、情報提

供の強化に取り組むことが大変重要だと思います。就職を考えられ

る前に、また首都圏に出ていかれてしまう前に、しっかりとこのよ

うな知識を事前に打ち込んでおく、そのようなことが大切だと思い

ます。  

 このため本県では、明日の９時にオープンしますが、新たな企業

情報のプラットフォーム「就活ラインとやま」を活用して、県内企

業の魅力を伝える動画の作成や、就活の段階、学年に応じたプッシ

ュ型の情報発信を行いますほか、中学生、高校生に対して、県内で

働く女性との座談会、また企業訪問を実施するなど、県内企業の魅

力発信を早い段階から打ち込んでいく、そのような取組を強化して

まいります。  

 また、若い女性に魅力的な企業の誘致に関しては、地方拠点強化

税制を活用し、議員が例示されましたゴールドウインさんのように、

若い女性や若者の雇用が見込める研究所、あるいは本社機能の首都

圏からの移転に取り組んでいきます。一昨年４月に、ＩＴ・オフィ

ス系企業立地助成金を創設しました。これまで制度を拡充しながら

積極的に取り組んできています。今後、より一層女性にとって魅力

的な企業を誘致するため、来年度からは女性活躍に積極的な県外企

業に対してプッシュ型の企業誘致活動を行ってまいります。  

さらに、若者の県内での起業ニーズに対しては、起業家育成プロ
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グラムの実施、またＳＣＯＰ  ＴＯＹＡＭＡでの創業支援に取り組

んでまいりました。今後も女性にとっての選択肢が増え、本県で働

き、暮らし続けることを選んでいただけるように努力を続けてまい

ります。  

 私からは最後になりますが、サッカー専用スタジアムについての

御質問にお答えします。  

 昨年の９月、富山県サッカー協会に、サッカー関係団体のほか、

経済界、有識者、学識者などの委員で構成されるサッカースタジア

ム建設特別委員会が設置され、特別委員会では、選手を間近で見て

サッカーの迫力と臨場感を体感できる、県内のサッカーの主要大会

に利用できるなど、本県のサッカーの言わば聖地となるサッカー専

用スタジアムの建設について議論を始めておられることは承知して

おります。  

 新たなサッカー専用スタジアムが実現すれば、サッカー観戦にお

ける魅力の向上や来場者数の増加、県民のスポーツへの関心の拡大、

これはまた、ひいては県民のウェルビーイングの向上にもつながり

ます。施設周辺地域の活性化にも寄与することが期待をされます。

このような民間主体の積極的な動きが始まったことは歓迎をしたい

と存じます。  

 施設規模あるいは備えるべき機能、整備場所、資金、実施主体、

運営方法など、これから検討すべき内容も多いと思いますが、県と

しては、今後サッカー協会で行われるアンケート調査の結果なども

よくお聞きをして、御相談にしっかりと対応してまいりたいと考え

ております。  

 以上です。  
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○議長（山本  徹）武隈危機管理局長。  

   〔武隈俊彦危機管理局長登壇〕  

○危機管理局長（武隈俊彦）私からは、災害時の生活用水の確保につ

いての御質問にお答えします。  

 災害により断水が発生した場合、その発生直後は、命を守るため

飲料水の確保は極めて重要であり、県地域防災計画においてもその

旨を明記しております。しかしながら、お風呂、トイレ、洗濯とい

った災害時における環境衛生面の保持に必要となる生活用水につい

て、議員から御指摘がございましたとおり、同計画には明記されて

おりません。  

 今回の地震では、県内で最大約１万 9,000戸が断水し、氷見市な

どで飲料水や生活用水の確保が困難な状況が長く続きました。こう

した状況を受け、氷見市や高岡市では、日本水道協会への応援要請

や自治体間の相互応援等により、県内外の 20の自治体、団体等から

給水車 26台の派遣を受け入れ、応急給水に対応いただいております。

また、家庭の井戸水を避難所で活用したり、福祉施設のお風呂を被

災者に開放するなど、生活用水の確保に向けた様々な取組も行われ

ました。  

 今回の地震を経験しまして、災害時には、飲料水だけでなく、生

活用水を確保することの重要性を改めて実感いたしました。県とし

ては、来年度、今回の災害対応を検証する中で、今後の災害時に、

より円滑に生活用水を確保するための方策について重要な課題の一

つとして検討し、その対策について地域防災計画に明記していきた

いと考えております。  

 なお、議員から御提案いただきましたポータブル水再生プラント
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や海水淡水化装置の導入につきましても、検証作業を進める中で、

他県での活用事例等を参考にしながら、有効性や導入の可能性につ

きまして市町村などと共に研究してまいります。  

 以上でございます。  

○議長（山本  徹）川津知事政策局長。  

   〔川津鉄三知事政策局長登壇〕  

○知事政策局長（川津鉄三）私からは２問お答えさせていただきます。  

 まず、大学発ベンチャーの育成支援につきましてお答えいたしま

す。  

 シンガポール国立大学は、政府と連携したスタートアップ支援に

積極的に取り組み、世界で活躍する起業家育成で成果を上げておら

れます。  

 議員御指摘のとおり、大学発ベンチャーは、イノベーションの担

い手として大変有望でありますことから、県といたしましても、大

学と連携し大学発ベンチャーを創出することは大変重要であると考

えております。  

 このため県では、今年度、大きな成長が期待される企業に対して

集中支援を行うＴ－Ｓｔａｒｔｕｐ創出事業に、研究開発型の類型

を新設いたしまして、富山大学の認定第１号の大学発ベンチャーを

選定し、集中支援を行っております。  

 また、県の創業支援センターＳＣＯＰ  ＴＯＹＡＭＡでは、大学

生を対象に先輩起業家から学ぶ勉強会を開催しているほか、県内学

生等の起業家マインドを醸成するため、学生を対象といたしました

ビジネスプランコンテストも開催しております。  

 さらに新年度は、新たに県立大学がシリコンバレーに海外共同研
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究の拠点を整備され、学生のアントレプレナー海外研修の実施を検

討しているところであります。  

 こうした中、昨年７月には学生が主体となりまして、一般社団法

人のＴ－Ｅｎｇｉｎｅを立ち上げられ、学生の起業支援を始めてい

るほか、先月末には北陸の大学等が中心となりまして、産学官金が

一体となって大学の研究成果の事業化に資金提供等を行います地域

共創プラットフォームが設立されまして公募が開始されるなど、本

県におけるスタートアップエコシステムの芽は着実に芽吹きつつあ

る状況にあります。  

 スタートアップは、申し上げるまでもなく経済成長の起爆剤であ

りまして、成長戦略の重要な要素でありますことから、ＩＰＯの創

出、大学発ベンチャー 10社のＫＰＩ達成に向けまして、県内の大学

を巻き込んで、オール富山で創業支援に取り組んでまいりたいと考

えております。  

 次に、シンガポール国立大学と連携したＤＸの取組についてお答

えいたします。  

 県では、コンピューターサイエンス分野におきまして、アジアト

ップクラスのシンガポール国立大学と連携いたしまして、令和３年

度からＤＸ推進プログラムを実施しております。  

 当初は県職員のみを対象としたプログラムでしたが、２年目以降

は民間企業からも参加を積極的に募りまして、官民連携の下、これ

までに県職員 20名、民間企業 22名の計 42名が受講の上、デジタルス

キルの習得、事業者目線でのＤＸプロジェクトの組成に取り組んで

きております。  

 プログラムでは、投資家として国際的に活躍しながらシンガポー
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ル国立大学で教鞭を取っておられる兼任教授を筆頭に、多彩な民間

の方を入れた教官の下、生成ＡＩですとかＷｅｂ 3.0など最新のＤ

Ｘに関する講義を受講した後、グループで多彩なプロジェクトの立

案、組成を何回も行っております。  

 本プログラムの成果といたしましては、現在、様々なアプリを連

携させるとともに、地域通貨と組み合わせるサービス連携プラット

フォームの事業化を行っておりますが、そちらにつながっておりま

すし、また、デジタル防災マップを来年度計画しておりますが、そ

の基盤となります県のデータ連携基盤の事業化など、様々なプロジ

ェクトの組成につながってきておるところであります。  

 さらに、受講生や関係する企業におきましては、今ほど御紹介し

ましたプロジェクトにそれぞれの立場で携わってもらっております。

また、受講者全てなんですけど、研修を通じた知見を生かしまして、

各所属や企業におかれましてＤＸ推進の中核人材として活躍いただ

いております。  

 今後とも、今回の官民連携で構築した人脈を生かしまして、さら

なるプロジェクトの組成、幅広い分野におけますデジタルトランス

フォーメーションの推進につなげていきたいと考えております。  

 以上であります。  

○議長（山本  徹）南里経営管理部長。  

   〔南里明日香経営管理部長登壇〕  

○経営管理部長（南里明日香）私から３問お答えさせていただきます。  

 まず、コワーキングスペースの整備についてお答えいたします。  

 県では、民間事業者等から、県の窓口が分かりにくく、どこに相

談したらよいか分からないとの声を踏まえて、企業等が気軽に訪れ、
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明るく自由な雰囲気の中での対話を通して新たな交流や連携が生ま

れる専用のスペースとして、令和４年４月に、官民連携・規制緩和

推進デスクを県庁本館２階に設置いたしました。これまでに、令和

４年度は 437件、今年度は２月末時点で 444件の対話が行われ、民間

事業者の方々などに積極的に活用いただいていると認識しておりま

す。  

また、県が事務局を担うとやま地域プラットフォームでは、ＰＰ

Ｐ／ＰＦＩ推進のため、セミナー開催等を通じて民間事業者との連

携協力関係構築にも努めているところでございます。  

 そして、場所が分かりづらいと御指摘もありましたコクリですが、

県職員や市町村職員、民間の方との組織の枠を超えた共創を生み出

す新たなワークスペースとして、令和４年 11月に本館５階に設置し

たものでして、「コクリ」というのは、コ・クリエーション、共創

という意味で名づけているスペースなんですけれども、これはシン

ガポールで御視察いただいたＯｎｅ＆ＣｏのＣｏの共創という意味

と狙いは同じくしているものであると思っております。  

 初年度の令和４年度は、４か月間で延べ 4,325人、今年度は２月

末までに延べ１万 2,020人の利用がありまして、職員向けセミナー

や市町村職員との地域課題解決に向けたミーティング、高校生や大

学生の職場体験、成長戦略会議のプロジェクトチームの場などとし

て多くの方に御活用いただいております。  

 議員御提案のコワーキングスペースのさらなる設置につきまして

は、官民連携のアイデアが生まれてくる交流の場である官民連携・

規制緩和推進デスクやコクリのさらなる活用を推進するとともに、

これらのスペースの活用状況や、御紹介のありました海外の事例、
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他県の取組なども参考にしながら検討してまいりたいと考えており

ます。  

 次に、幹部職員の体制についてお答えいたします。  

 御指摘のとおり、本年３月も、多くの立派な同僚であり、先輩方

が役職定年ということでございます。幹部職員についてはこれまで

も、専門的な知識、経験が継続して必要とされる場合には、勤務延

長や任期付職員として継続任用した例があり、必要に応じてこうし

た方法も活用しながら職員体制の確保に努めてまいります。  

 特に、今回の地震による県内の被害は甚大かつ多岐にわたってお

ります。復旧・復興に向けてスピード感を持って課題解決に取り組

んでいくためには、知識、経験豊富な幹部職員の役割は重要です。

そのため、発災以来、４月以降も見据えた体制で、ほかの職員、後

輩職員と情報共有しながら対応に当たっていただくなど、切れ目な

く災害復旧・復興に取り組める体制を取りながら、復旧・復興事業

を推進していただいています。  

 議員御指摘のとおり、幹部職員の退職により、ゆめゆめ富山県全

体の復旧・復興が停滞することがないよう、また、若手職員の育成

を担っていただくためにも、この４月の人事異動において退職を迎

える職員、また現役の職員が、それぞれの持ち場で持てる能力や経

験を最大限に発揮して活躍いただける体制を検討してまいります。  

 ３点目に、高等教育機関についての御質問にお答えいたします。  

 県内に魅力ある進学先の選択肢を増やすことは、若者の教育はも

ちろん、県内定着、各分野への人材供給など、本県の地方創生にと

って重要であり、県としても県内高等教育の振興に努めています。  

 まず、県立大学では、令和４年４月にＤＸ教育研究センターを開
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設するとともに、来月には情報工学部を新設してＤＸ人材の育成に

取り組むこととしております。また、富山大学の薬学部における地

域枠創設の表明を受け、県ではこの地域枠を対象とする奨学金を創

設し、取組を支援しております。  

 また、私立大学に対して、県民のニーズや産業界の要望を踏まえ、

施設整備、寄附講座や公開講座、シンポジウム、オープンキャンパ

ス等の開催を支援するほか、学部・学科の新設・改組等の魅力ある

学校づくりに対して適時相談に応じるなど、魅力ある学校づくりを

支援しております。  

 あわせて、県内の高等教育機関で構成されます大学コンソーシア

ムでは、本年度も知事に講義いただきましたとやま地域学など、他

大学の科目を履修した場合にも単位認定できる単位互換を行うとと

もに、学生が地域の課題解決策を提案する取組や、学生による地域

研究など地域貢献活動に取り組むなど、県内大学が連携して魅力向

上に努めており、県ではその活動を支援しております。  

 県内高等教育がさらに魅力ある充実したものとなるよう、県内各

大学の意見をよくお伺いしながら大学の魅力づくりを支援してまい

ります。  

○議長（山本  徹）米原蕃議員。  

   〔 40番米原  蕃議員登壇〕  

○ 40番（米原  蕃）時間が少しオーバーしてしまいまして、大変申し

訳なく思います。  

 １つだけ知事に再質問させていただきたいのは、最後のスタジア

ムの件ですけれども、石川県のスタジアムというのは、観客席から

ピッチまで７メートルと非常に近いんですよね。富山の総合運動公
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園の施設というのは、あれは総合運動公園でありましてサッカー場

じゃないんです。したがって、臨場感というのがなかなか味わえな

いということが一つの欠陥といいますか……。  

スポーツというのは、富山県も様々、二転三転今までもいろんな

検討をしてこられたわけですけれども、石川県は今度新しく造って

今オープンしたわけですけれども、これは民間がいろいろこれから

研究をして、こうしたことを検討して、また皆さんと相談しながら

進めていかれると思いますが、県として、この新スタジアムについ

てできるだけまた後押しをしていただきたい。そして、１年を通じ

て人が集まって、商業施設であるとか飲食関係の整備の構想もしっ

かり進めながら、一緒になって進めていくという考え方が私は大事

ではないかなということを最後に申し上げたかったんですが、ちょ

っと時間がオーバーしてしまいまして大変御無礼いたしました。  

 どうかそのことも併せて、先ほど大分おっしゃっていただきまし

て、そのことを十分御理解していただいていると思いますが、いま

一度その気持ちをお聞かせいただければ幸いでございます。  

 大変どうも失礼いたしました。ありがとうございました。  

○議長（山本  徹）新田知事。  

   〔新田八朗知事登壇〕  

○知事（新田八朗）元日の地震以来、あまり明るいニュースがない中

であります。そのような中で、サッカー協会の特別委員会で、この

ような夢のあるプロジェクトに取り組もうという機運が盛り上がっ

てきたことは、私の立場としても大いに歓迎をしたいと思います。  

 今後、施設の規模、あるいは機能、場所、資金、実施を誰が主体

でやるのか、運営方法など、いろいろと詰めていく必要があろうか
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と思います。都度、私たちも丁寧に相談に乗って、できる支援はし

ていきたいと考えております。  

 ただ、私どもも、県議会でもかねてより何度も議題になっており

ますけども、武道館、テクノドームの別館、新川こども施設などな

ど、大型の施設整備が続いております。それはそれで粛々と、今そ

れぞれ方向性は出ておりますので粛々と進めながら、民間主体のサ

ッカースタジアム構想をしっかりと見守っていきたいというふうに

考えております。  

 いいニュースだというふうに歓迎はしております。  

 以上です。  

○議長（山本  徹）以上で米原蕃議員の質問は終了しました。  

 以上をもって本日の一般質問、質疑を終了いたします。  

 次に、お諮りいたします。  

 議案調査のため、明３月８日、 12日、 14日及び 18日は休会といた

したいと思います。これに御異議ありませんか。  

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（山本  徹）御異議なしと認めます。よって、そのように決定

いたしました。  

 以上で本日の日程は終了いたしました。  

 次に、議会の日程を申し上げます。  

 ３月 11日、 13日及び 15日は予算特別委員会を開催いたします。  

次回の本会議は３月 19日に再開し、県政一般に対する総括質問並

びに提出案件に対する質疑を行います。  

 本日はこれをもって散会いたします。  

 午後３時 37分散会  


